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１．会社及び技術部門概要

＜会社概要＞

本社：愛知県豊田市トヨタ町１番地

従業員数：連結 約２６５，０００人（2005.3月末時点）

単独 約７９，０００人（2005.3月末時点）

事業内容：自動車、産業車両などの輸送用機器及びその他の部品の製造・販売、

住宅の製造・販売、情報処理・通信事業他

＜従業員の人員構成＞

従
業
員
（
約
７
９
，
０
０
０
名
）

社
員
（
約
６
６
，
０
０
０
名
）

基幹職（約7,500名 ）

技能職（約42,500名）

準社員・嘱託・期間従業員・
学園生徒など（１３，０００名）

事技職（約16,000名）

＋アウトソーシング

約9,000人=

全社
66000人

技術部門22,000人体制

技術部門

13,000人



3

２．安心・安全のためのＩＣＴとの連携
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社内業務プロセス改革社内業務プロセス改革

通信通信

放送放送

ＩＴＳＩＴＳ

情報システム情報システム

自動車自動車

コンテンツコンテンツ

携帯、市内、携帯、市内、

県外、国際県外、国際
情報通信情報通信

データセンターデータセンター

カーマルチメディアカーマルチメディア

ＣＡＴＶＣＡＴＶ ＣＳＣＳ放送放送
モバイル放送モバイル放送

ナビナビ

地図情報地図情報 交通情報交通情報

ＥＴＣＥＴＣ道路公共交通道路公共交通
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

端末端末

ＰＤＡＰＤＡ

ＰＣＰＣ

携帯電話携帯電話

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

車裁車裁
端末端末

クルマクルマ

トヨタとＩＴの関わり

交通安全支援ｼ交通安全支援ｼ
ｽﾃﾑｽﾃﾑ

http://www.toyota.co.jp/jp/news/04/Apr/image/nt04_018a.jpg
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DSRC 携帯電話

TV(ｱﾅﾛｸﾞ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ)

衛星ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｼﾞｵ

G‐ＢＯＯＫ用
通信ﾓｼﾞｭｰﾙ

ＶＩＣＳ（電波） GPS

ＶＩＣＳ（光）

タイヤ空気圧センサ

AM･FMラジオ

Bluetooth

ETC

スマートエントリ

ミリ波レーダ
イモビライザ

＜放送系＞

＜制御系＞

＜通信系＞

レーザーレーダ

自動車における無線利用システムの現状自動車における無線利用システムの現状
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車

人

環境

安全走行

事故回避

乗員保護

事故発生

衝突予知

乗員救助

車環境

人

【事故の発生段階】 【３者の役割】

歩行者保護

安全な車づくりの考え方
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☆VSC

☆ ﾌﾞﾚｰｷｱｼｽﾄ

☆ アクティブTRC☆TRC

☆ABS

☆ ﾅﾋﾞ協調ｼﾌﾄ制御

☆ EBD付ABS

☆ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｺｰﾅｰﾓﾆﾀｰ

☆ﾊﾞｯｸｶﾞｲﾄﾞﾓﾆﾀｰ

☆ﾅｲﾄﾋﾞｭｰ

☆ VGRS

☆ﾍｯﾄﾞｱｯﾌﾟﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

☆ﾊﾞｯｸﾓﾆﾀｰ

☆ﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ

☆ｾﾝﾀｰﾒｰﾀｰ

☆ﾋｰﾀｰ付ﾜｲﾄﾞﾋﾞｭｰﾄﾞｱﾐﾗｰ

’’９６９６ ’’９７９７ ’’９８９８ ’’９９９９ ’’００００ ‘０１‘０１ ’’０２０２ ’’０３０３～～’’９５９５

☆Vehicle
Dynamics 
Integrated
Management

操作・視界の補助
運動限界制御

統合制御

ナイトビュー映像、ドライバー肉眼視比較例

ナイトビュー映像 ドライバー肉眼視

（Ｌｏ-Ｂｅａｍ時）

技術開発の推移
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周辺監視

認知認知認知

操作操作操作

判断判断判断

ロジック

ブレーキ等の支援、作動

技術開発のテーマ
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路車間通信

車車間通信

人車間通信

将来技術 – ｲﾝﾌﾗ協調型運転支援
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2000年

事故の発生段階

保護装置の追加
ｻｲﾄﾞｴﾌｪｸﾄの低減

･ｻｲﾄﾞｴｱﾊﾞｯｸﾞ

･ﾌﾟﾘﾃﾝｼｮﾅｰ&ﾌｫｰｽﾘﾐｯﾀｰ
ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ

･ｶｰﾃﾝｴｱﾊﾞｯｸﾞ

安全走行

事故回避

乗員保護

事故発生

衝突予知

・GOA

・WILｼｰﾄ
より多くの衝突環境

への対応
･ｺﾝﾊﾟﾃｨﾋﾞﾘﾃｨ

･歩行者傷害軽減
･ISOFIX
ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ

統合制御
自律型

運転支援

ｲﾝﾌﾗ協調型
運転支援

視界補助

･ABS
・TRC

•ﾅｲﾄﾋﾞｭｰ
•ＡＦＳ
•ﾚｰﾝｷｰﾋﾟﾝｸﾞｱｼｽﾄ

運動限界制御
操作の補助

･BA ･VSC

・頭部衝撃緩和
構造ｲﾝﾃﾘｱ

ボディ構造の最適化 予知による衝突条件の緩和
と衝突安全性能の向上

･ﾅﾋﾞ協調ｼﾌﾄ制御

･VDIM

【衝突安全】

【予防安全】

★ﾌﾟﾘｸﾗｯｼｭｾｰﾌﾃｨ

･全方位ｺﾝﾊﾟﾃｨﾋﾞﾘﾃｨ

インテリジェントセーフティー

事故低減事故低減

･ｳｪﾙｷｬﾌﾞ
歩行者保護

安全技術の将来
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介入

自律型
運転支援情報

視界補助
注意喚起／警報

インフラ協調システムの考え方
基本的考え方

信号や他車両等の認知をサポートすること
判断ミスやルール違反を防止すること

インフラ協調システムとはインフラ協調システムとは

インフラ協調型

V-Road V-Vehicle

V-Pedestrian

制御判断支援先行情報運転支援

情報の
高度化
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インフラ協調システムにおける通信のニーズ

路側インフラが設置される場所の提供サービス

止まれ

（凡例）

協調系
（道路-車-人）

路側機

ｶﾒﾗ／ｾﾝｻ ④停止車両、障害物など
見通し外の状況の
認知支援

②横断中歩行者
の認知支援

路車間通信でサービスを実現路車間通信でサービスを実現

交差点（信号機有）

交差点（信号機無）

単路

カーブ等

①死角情報提供に
よる右直支援

③信号情報に基づ く
停止支援大型トラック

死角

路側インフラが設置されない場所の提供サービス

車車間・歩車間通信でサービスを実現車車間・歩車間通信でサービスを実現

⑤追突シーンで
の情報提供

⑥出会い頭シーンで
の情報提供

⑦歩行者の注意喚起
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（１）導入・普及に向けた課題（１）導入・普及に向けた課題

・社会的受容性

・インフラ設備コスト

・車載機コスト

インフラ協調システム実現の課題インフラ協調システム実現の課題

（２）技術的課題（２）技術的課題

・車載システム

・インフラシステム
・通信

・センサ

・位置標定

重要課題

自律システムでは低減困難な事故への対応には
インフラ協調システムが有効
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・ シャドウイング

・ 通信の衝突・干渉

・ 反射波

・ 電波漏れ

・ 通信速度・容量

・ 接続時間

・ 同時接続台数

・ 通信品質

・ 通信セキュリティ

・ 路車間通信／車々間通信の共用

・ ・ ・ ・ ・ ・

インフラインフラ協調協調システムの通信技術の課題システムの通信技術の課題
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今 後 の 方 向

① 実用化・普及を指向した研究開発の推進
⇒ 路車間・車車間通信一体型システムの研究開発

② 標準化の推進

③ 官民連携による早期実現化・導入
⇒ 官のイニシアティブによる電波の有効利用が鍵
⇒ 民はカーユーザーに受け入れられるコストパフォーマンス

のサービス･商品企画

④ システム要求条件の評価検討
⇒ 事故削減効果を着実に実現するシナリオに基づいた

ITS通信システム仕様の検討
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３．トヨタの人材育成について
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①人材育成の考え方

Continuous
Improvement
知識と改善

Respect for
People

人間性尊重

Challenge
「夢の現実に向けて、ビジョンを掲げ、勇気と想像力をもって挑戦する」

Kaizen
「常に進化、革新を追及し、絶え間無く改善に取り組む」

Genchi Genbutsu
「現地現物で本質を見極め、素早く合意、決断し、全力で実施する」

Respect
「他を尊重し、誠実に相互理解に努め、お互いの責任を果たす」

Teamwork
「人材を育成し、個の力を集結する」

「愚直」で「現地現物」にもとづいて
「チームワーク」で「とことんやり抜く」人材が必要

トヨタの人材育成について
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基本はＯＪＴ (On the Job Training)に
より問題解決を推進
⇒職場における業務を通じての徹底的な育成

『目上の人だけでなく、部下の人々からも影響を
受けたと思う』 （豊田英二最高顧問）

『仕事は部下との知恵比べ』 （大野耐一元副社長）

上司
先輩

部下
後輩

②人材育成の仕組み

トヨタの人材育成について
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OJTｻﾎﾟｰﾄ研修
(2005年新設）

新入社員

新任室長
基幹職

資格別教育 経営人材教育管理者教育

新任ＧＭ

EDP(Executive Development Program)

JEDP(Junior Executive 
Development Program)

上級専門職

専門職

業務職

資格

業務職特別

専門職特別

専門職昇格オリエン

海外事業体向け

MDC (Management 
Development Program)

TBP
(Toyota Business 

Practices)
[問題解決] 

TWF
(Toyota Way 
Foundation)

[ﾄﾖﾀｳｪｲ基礎]

③全社の教育体系

トヨタの人材育成について
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④全社教育におけるポイント

１）業務の遂行を通じて人材育成を行う

ＯＪＴ（On the Job Training）が基本

２）ＯＪＴをサポートするためのＯＦＦ－ＪＴ（講座etc）も充実

３）育成のための部署異動

４）育成状況をチェック

トヨタの人材育成について
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①人材育成の仕組み

「仕事のやりきり」「ＯＪＴのやりきり」を実現できる人材育成・マネジメント

の構築

▼若手育成スキーム

教え、教えられる職場風土の再構築

→全員が部下・後輩の「人材育成」をテーマとして設定し

人材育成を重んじる風土を醸成

→職場先輩の役割明記と、先輩・後輩の関係強化

→職場先輩への期待値の明確化と動機づけ

→配属後、 3年間、職場先輩を継続させる仕組み

▼管理スパン適正化

技術分野における人材育成

強固な徒弟関係を構築
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R&Dラーニングセンターの活用

即戦力となる実践的な知識・技術
トヨタで仕事するための基礎知識

≪専門・応用≫

≪共通基盤≫
最大公約数を抽出

職場ＯＪＴが基本

事業体

＋

トヨタの分野教育乗り入れ

ボディ分野 シャシー分野 ・・・・ エンジン分野

R&Dﾗｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

専門

分野専門教育

基礎

②基礎技術教育の提供

（大学までの基礎学力）

⇒トヨタの車両開発に携わる技術者に必要な基礎知識教育を提供

技術分野における人材育成
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Ｒ＆Ｄラーニングセンター教育(新人）

導入基礎

◆技術部内のルール・マナー、安全、機密管理
◆技術系帳票類一覧 ◆技術文書・報告書の書き方
◆原価の考え方 ◆知的財産権の重要性
◆法規・認証の大切さ ◆ＰＬとﾜｰﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
◆実験・評価の概要

心 得

◆設計者の心得
◆実験技術者の心得
◆CAE技術者の心得

品 質

◆トヨタの品質
◆SQC教育

◆品質未然防止手法

部品表・図面

◆設計情報体系
◆設計情報システムの考え方
◆製図・図学

材料・機械

◆ねじ締結
◆自動車用材料(鋼板・樹脂）

◆合理的設計

実務演習

◆ﾊﾞﾝﾊﾟｰ設計演習
◆搭載設計演習
◆ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・制御演習

技術分野における人材育成(参 考)
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≪コース一覧≫

設計（搭載）
コース

設計（ﾊﾞﾝﾊﾟｰ）
コース

制御
コース

適合
コース

実験
コース

Ａ

基礎知識
（ﾂｰﾙ教育含む）

Ｂ

導入基礎

Ｃ

品質

Ｄ

材料

機械

Ｅ

部品表

図面

Ｆ

実務演習

Ｇ

心得

ＣＡＥ
コース

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ － ー ○ ○

○ ○ ○ － ー ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ー ○

○ ○ ○ ○ ○ ー ○

技術分野における人材育成

Ｒ＆Ｄラーニングセンター教育

(参 考)


	Ｒ＆Ｄラーニングセンター教育

